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普及技術

分類名〔果樹〕

ニホンナシ「あきづき」の花芽着生向上技術

農業・園芸総合研究所

１ 取り上げた理由

近年，高品質ニホンナシとして導入が進んでいる「あきづき」は，「幸水」で行われている花

芽着生技術を適用しても十分な花芽が着生せず，安定生産が困難であることから，花芽の着生

を向上させる技術を開発したので普及技術とする。

２ 普及技術

１）新梢と予備枝の花芽率を向上させる枝の管理方法は以下のとおりである。

ａ 冬季せん定時に主枝から発生した１年枝を 60～90cm の長さに切り返し予備枝とする（図

－１）。

ｂ 予備枝は，発芽前に棚面に対して 45°の角度に誘引する（図－１）。

ｃ 満開後 65～75 日に予備枝を棚面に対し水平に誘引し，さらにその先端から発生した１年

枝を棚面に対し 45°となるように誘引する（図－１）。

２）１年枝と予備枝を合わせた枝長１ｍあたりの花芽着生数は無処理の 1.5～２倍になる（表

－１，２）。
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３ 利活用の留意点

１）満開後 65～75 日の誘引は，１年枝の伸びが良好な枝から開始する。

２）満開後 65日前に誘引すると新梢が立ち上がり，新梢の花芽着生向上効果が期待できない。

（問い合わせ先：農業・園芸総合研究所 電話 022-383-8134）
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４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間

ナシ，ブドウの整枝・せん定法改善による花芽着生安定化技術 平成 18～22 年度

２）参考データ

図－１ 枝の管理方法

表-1 誘引が花芽着生に及ぼす影響（平成20年）

試験区 枝区分
総芽数
(個)

花芽率
(％)

葉芽率
(％)

不発芽率
(％)

枝長
(cm)

枝長1ｍあたり
花芽数
（個）

新梢 28.1 39.9 50.2 3.9 94.2
予備枝 15.4 42.9 18.8 22.1 73.3
計 43.5 40.9 39.1 10.3 167.5 10.6
新梢 28.5 29.5 56.8 4.9 103.9
予備枝 20.3 49.8 13.3 13.3 90.4
計 48.8 37.9 38.7 8.4 194.3 9.5
新梢 28.2 12.8 77.7 5.7 96.6
予備枝 12.3 35.8 29.3 14.6 52.2
計 40.5 19.8 63.0 8.4 148.8 5.4

注)二次伸長部分はデータに含まれない
花芽か葉芽の区別が明確でない芽は中間芽としてデータは省略した
各区10本供試で，調査は落葉後
無処理区は，発芽前に予備枝を45°に誘引し，満開後は誘引しなかった

満開後
65日誘引

満開後
75日誘引

無処理

表-2 誘引が花芽着生に及ぼす影響（平成21年）

試験区 枝区分
総芽数
(個)

花芽率
(％)

葉芽率
(％)

不発芽率
(％)

枝長
(cm)

枝長１ｍあたり
花芽数
（個）

新梢 26.7 45.3 35.2 6.7 84.8
予備枝 14.3 51.0 16.8 12.6 60.1
計 41.0 47.3 28.8 8.8 144.9 13.4
新梢 28.5 33.0 41.4 9.5 88.9
予備枝 20.1 49.3 10.4 18.4 82.3
計 48.6 39.7 28.6 13.2 171.2 11.3
新梢 23.7 14.8 67.1 13.1 73.1
予備枝 14.2 45.1 12.7 21.1 55.7
計 37.9 26.1 47.6 16.1 128.8 7.7

注)二次伸長部分はデータに含まれない
花芽か葉芽の区別が明確でない芽は中間芽としてデータは省略した
各区10本供試で，調査は落葉後
無処理区は，発芽前に予備枝を45°に誘引し，満開後は誘引しなかった

満開後
65日誘引

満開後
76日誘引

無処理

３）発表論文等

なし。


